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BYODに向けてのネット教材を使った英語授業とその効果 
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English Lessons Using a Net Material and its Effect for BYOD 
 

YAMAGUCHI Hitoshi 
 

The first purpose of this thesis is to describe some methods and the effects of these methods in the English course 
‘Integrated Science and Technology Practice’, in which I used an e-learning teaching material ‘ALC NetAcademy’ for the 
2nd year Advanced Science Program students. The second purpose is to contribute to a pilot study of BYOD (Bring Your 
Own Device) which starts for the first year students from the 2020 school year.  
  E-learning is very useful not only for English lessons at school but also for studying at home or in the dormitory. I found 
that students had more opportunities to study English than before. I also studied about how effective this e-learning was for 
GTEC scores. As a result, I found a slight effect, especially for the listening score, compared with the students of other 
programs who did not take this e-learning. 
  

Key Words: E-learning, BYOD(Bring Your Own Device), Listening, WPM(Word Per Minutes), GTEC score  

１．はじめに 

 

 本校第 2 学年での配当科目「総合理工演習」の内

容は、各系の独自性が生かされた内容となってお

り、先進科学系においては、前期に数学演習、後

期は英語演習をおこなっている。筆者は 2019 年度

後期に該当の先進科学系 2 年生 43 名に対して、イ

ンターネットを用いた e ラーニング教材を元にし

た英語授業を構築し実践した。本稿は、その半年

間の授業実践内容を報告するものであり、2020 年

度から始まる本校の BYOD(Bring Your Own Device)

にネット教材をどのように生かしていくかについ

てのパイロット的な取り組みとして寄与すること

を目的としている。加えて補習的な e ラーニング

が GTEC等の外部試験でどのような効果があったか

について、その関連性も論述していきたい。 

 

２．選定教材とその特徴 

 

 本校の BYOD は、2020 年度の新入学生からスター

トする。2 年生においてはパソコン所有者が多くは

はない。一方でスマートフォンの所有率は 100%で

あり、校内の Wifi 環境も整っていることから、今

回のネット教材は先進科学系の 43 名においては、 

 
原稿受付 令和 2年 9月 17日 
*総合理工学科 先進科学系 

スマートフォンを基本のデバイスとすることを考

えた。そこで、ALC 出版の協力を得て、e ラーニン 
グ教材「ALC NetAcademy NEXT 総合英語トレーニ

ング初級コース」1)を試用として半年間無償提供の

元で利用することとした。 

 この教材の特徴は、パソコン、スマートフォン、

タブレットなどのデバイスを選ばず、Web ベースで

使用でき、パソコンでは、リスニング、スピーキ

ング、 リーディング、ライティングに加え、語彙

と文法も強化できる総合的な英語力の養成に対応

している。スマートフォンでは、スピーキング機

能が使えないものの、機能的には十分である。内

容は CEFR-J2)レベルでは A1.2 まで、TOEIC L&R テ

ストでは 500 点まで対応しており、先進科学系の

総合理工演習のねらいとする基礎基本力の定着に

適したレベルとなっている。構成はリスニング＆

スピーキングが 30 ユニット、リーディング＆ライ

ティングが 10 ユニット、文法インプット＆アウト

プットが 20 ユニットがあるが、後期半年 15 回 90

分授業での実践であり、すべてのユニットを半年

間で行うことは無理であるために、シラバスでは

リスニング＆スピーキングを 12 ユニット、リーデ

ィング＆ライティングを 10 ユニット学習し、その

内リスニング、リーディングのパートを必須とし、

スピーキング、ライティング及び文法インプット

アウトプットを任意での学習とした。 

 学生は個人 ID を持ち、好きな時間、場所、デバ
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イスで Web にアクセスし、シラバスをガイドライ

ンとして自己学習を進めていく。各ユニットでは

小クイズもあり、自己の理解度を確認できると共

に、クイズに答えることが各ユニット終了の条件

となっている。教員は Web 上で個人の学習状況を

モニターでき、毎週の授業では、学習が遅延して

いる学生と適宜コミュニケーションを取り、進捗

状況の確認と自発的学習を促すことができる。 

 

３．主な授業実践内容 

 

３．１ 授業と評価の枠組み 

 授業では、リスニング＆スピーキング、リーテ

ィング＆ライティングを各１ユニットずつ取り扱

った。本来的には e ラーニングによる自主学習用

の教材ではあるが、毎週 90 分の授業において、同

ユニットを教員が多角的に解説し、実際にリスニ

ングやスピーキング、さらにリーティングといっ

た活動をクラスで行うことにより、繰り返し、か

つインターバルを空けてスパイラルに学習するこ

とになる。授業でユニットを行い、復習として家

庭学習で e ラーニング教材を行うことを基本ルー

チンとした。家庭学習した結果は、次週の授業の

冒頭に小テストを行い、定着度を点検すると共に、

その結果を評価に加えた。指定したユニットの達

成度を 50%、小テストの結果を 50%とし、その合計

を成績評価とした。 

 

３．２ 授業の具体的な方略 

 授業と自学が有機的に連関することで学習効果

を上げるよう、授業では、具体的な学習ストラテ

ジーを教えることに特化した。各ストラテジーを

提示し、実際にトレーニングを行うことで、自学

の際にも意識してそれを使えるよう授業構成した。   

 提示用としてプレゼンテーションソフト

（Keynote）を使い、英文・日本文の視覚的提示に

加えて、スピードや意味チャンクでのポーズの回

数を変えた音声を作成し Keynote のスライドに添

付した。 

 使用したストラテジーは、段階を追って以下の

ように設計した。 

① 意味チャンクの認識を高める聞き方・読み方 

② 速音読で速聴の耳を作るトレーニング 

③ シャドーイングの技術を身につける 

④ 先行オーガナイザーとスキーマを活用した聞

き方・読み方 

⑤ WPM を高める聞き方・読み方 

⑥ 英文暗記までのステップ 

 

 

 ３．３ 各ストラテジーの具体的な内容 

① 意味チャンクの認識を高める 
 英語を聞いたり読んだりする際に、内容理解が

困難になる原因の一つに、意味の切れ目である「意

味チャンク」の認識不足がある。全体的な意味チ

ャンクの認識の要となるのが、英文の核となる動

詞チャンクの認識である。そこで、意味チャンク

の切れ目にスラッシュ（／）を入れると同時に、

動詞チャンクの語句を赤色にして、認識しやすく

した上で、聞いたり読んだりするトレーニングを

おこなった。図 1 はそのスライドの英文の一例で

ある。 
 

When Susan finished college,/ she got a job/ working for a 
big company./ At first,/ the work was very difficult./ Susan had 
never worked/ in an office before,/ so she had to learn/ a lot of 
rules./ She had to learn/ to be polite/ to all the company's 
customers,/ even when they were not being reasonable./ She 
found it difficult/ to sit still at her desk/ all day/ and missed/ 
having a lot of free time/ to be with her friends./ 

図1 意味チャンク分けと動詞に色付けをしたスライド 

 
第1ステップとして、スラッシュなしの英文スライドと

日本語訳のスライドを提示し、ノーマルスピードの英文を

流す。この段階では俯瞰的に英文内容の概要を捉えること

を目的とする。第2ステップとして上記図1を提示しながら、

スラッシュごとにポーズを入れた英文の音声を流し、構造

理解と意味理解を図る。次に図2示した意味チャンク順の

日本語訳を提示し、同じポーズ入りの英語音声を流す。第

3段階としては、同じスライドで今後はノーマルスピード

の英語音声を流す。 
 

 スーザンは大学を卒業すると、/彼女は職を得ました/大
企業で働く。/最初、/仕事は非常に大変でした。/スーザン

は働いたことがありませんでした/これまでに会社で/です

から彼女は学ばなくてはなりませんでした/たくさんのル

ールを。/彼女は学ばなくてはなりませんでした/礼儀正し

くすることを/すべての会社の顧客に対して/たとえ相手が

道理をわきまえていないときでさえ。/彼女は苦手に感じ

ました/机に向かってじっと座っているのを/1日中/そして

懐かしく思いました/自由時間が多くあったのを/友人たち

と一緒にいる。/ 
図2 意味チャンク順の日本語訳のスライド 

 
これらのステップにより、学生は視覚的に句や節を認識

しながら、トップダウン、かつスパイラルに徐々に構造

と意味を関連づけて理解していくことができるのである。 
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② 速音読で速聴の耳を作るトレーニング 

 音読は英文理解の基本であるが、音読のスピー

ドを上げて脳に負荷をかけることで、緊張感と集

中力が増す。さらに音読することはリスニングの

能力を上げる。話せないものは正しく聞き取れな

いと一般的に言われている。そこで図 3 のスライ

ドを用いて、各個人ができるだけ速く英文を読む

トレーニングをおこなった。英文を高速で発声・

発音する事で、スピーキングの流暢さと正確さが

増すと共に、これに連動してリスニングの正確さ

も増すことをねらいとした。 
 

 
図 3 速音読のトレーニングスライド 

 
③ シャドーイングの技術を身につける 

 シャドーイングは同時通訳のトレーニングで用

いられる技術であるが、英語授業でもよく使われ

ている。英文の意味理解の後、英語の音声の直後

をあたかも影を追うように何も見ずにリピートし

ていくのである。これによりさらに脳に負荷がか

かり、集中力が増すと共に、繰り返し行うことで

英文暗唱へと近づいていくのである。英文はスク

リーンに提示しておき、学習者が自らの力を判断

し、必要に応じて参照できるようにした。 
 
④ 先行オーガナイザーとスキーマを活用した聞

き方・読み方 

 日本語でも英語でも文章を聞いたり読んだりし

て理解する際に、その内容が何についてのものな

のかという事前知識が大切である。この知の枠組

みを「先行オーガナイザー」と呼ぶ。さらにそれ

を元にすでに知識や経験として持っている情報を

活性化させていくことを「スキーマ形成」と言う。

授業では、これらを活性化していくことで、未習

の語彙や表現があった場合でも、推測力を働かせ

て、概要をつかめるトレーニングをおこなった。 

 リスニングの前に、先行オーガナイザーを与える

ことで、登場人物やストーリーの展開を予想させた。

例えばLesson 8では、「社内会議での社長（重役）の

部下へのスピーチ」、Lesson 9では「親孝行なきょうだ

いが、両親の18回目の結婚記念日のために料理を作ろう

とするのだけれど、、、。」、Lesson 10では「天気予

報。北部と南部は気候がまったく違う。それぞれの天気

と温度を正確に聞き取ろう！」という先行オーガナイザ

ーを与え、各自のスキーマを活性化させた。一般の外部

試験では、この先行オーガナイザーが提示されないまま

リスニングを始める場合が多い。その際でも短時間でキ

ーワードなどからスキーマを活性化する意識を持つこ

とは大切である。学生は、先行オーガナイザーやスキー

マ無しの場合と、事前にそれらを形成した後でのリスニ

ングの場合の両方を経験することで、スキーマ形成の大

切さを体験的に理解する。 

 

⑤ WPM を高める聞き方・読み方 

 一般的に、WPM(Words Per Minute)とは、1分間で正確

に読み取れる単語数を指す。一般的に、TOEICの問題を

最後までやり切れるためのリーディングにおけるWPMは

150が壁と言われている。そこで以下の表１の通りに速

度の目安を一例として提示して、速聴をペースメーカー

として、できるだけ速く黙読するトレーニングをおこな

った。 

 

表1  WPMと能力の目安 

WPM 能力の目安 

WPM 80〜 平均的な高校生の読解スピード 

WPM 100〜 平均的な大学生の読解スピード 

WPM 120〜 TOEIC650程度の読解スピード 

WPM 150〜 TOEICを全問解くための最低限の読解スピード 

WPM 180〜 ニュースキャスターの原稿音読スピード 

WPM 200〜 今、目標とすべき読解スピード 

 

 スクリーンに英文を提示し、トーンを変えずに

スピードのみをコントロールできる機材を用いて

作成した音声を流した。学生は、ペースメーカー

となる音声のスピードに従って、意味理解しなが

ら黙読を行なわなくてはならない。スピードは、

WPM80 からスタートし、WPM200 または WPM300 まで

回数ごとに段階的に上げ、負荷を高めていく。そ

のことで学生は各自の限界値をメタ認知できる。

トレーニングの最後にはノーマルスピードへ戻し

て聞かせることで、全ての学生に、いわゆる高速

道路効果が生まれ、英文がゆっくりはっきり聞こ

えるようになり、このトレーニング効果を実感で

きるようになるのである。これにより授業の回が

進むにつれて、自らの限界突破をしようという意
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欲が出てくるのである。 
 
⑥ 英文暗記までのステップ 

 紹介した①〜⑤のストラテジーを様々に組み合

わせてトレーニングすることで、最終的には基本

となる英文を暗記することが重要である。そのス

テップとして、モニターの語句を徐々にブランク

にしていき、リピートさせていくトレーニングを

行った。最終的には日本語のみの提示で英文を流

暢に正確に言えることが目標である。図 4 にその

途中ステップのスライドを提示する。 
 これまでに紹介したストラテジーでは、以下の

ような特徴がある。 
１） リスニングとリーティングを連携させる。 
２） スピーキングとリスニングを連携させる。 
３） 徐々に負荷を高める繰り返し学習を行う。 
４） 常に意味理解と構文理解を並行する。 
 

 
図 4 ブランクを増やしていく途中スライド 

 
 座学的な学習や受動的な学習は、e ラーニングを

用いることで、家庭学習でも可能である。授業で

はこの家庭学習を強化する目的で、トレーニング

を基本とした学習ストラテジーの育成をねらいと

した。あたかも筋トレのように学習者がその効果

を実感していくことが大切である。特に 4 技能を

連携するストラテジーは、自然に身につくもので

はない。e ラーニングの内容を補完する意味におい

ても、授業の価値は大いに高まるのである。 
 

４．授業の効果測定 

 
 ここでは、学生に取った授業アンケートの分析

と、GTEC の結果との関連性について論述する。 
 

４．１ 授業アンケートの考察 

 本校には定型の授業評価アンケートがあるが、

それに加えて、独自の授業評価アンケートを年度

の最後の授業で実施した(図 5)。アンケートは 14

項目について 5 段階のリカートスケールでの回答

形式とした。アンケート当日 2 名の欠席があった

ため n=41 である。 

 

1)英語をネットで学習することは好きでしたか?   

 

2)英語をネットで学習することは全体的に効果があったと思

いますか? 

 

3)英語のリスニング力の向上に効果があったと思いますか?   

 

4)英語のリーディング力の向上に効果があったと思いますか? 

 5)ネットの課題の量はどうでしたか?  

 

6)90 分の授業の内容は全体的に役に立ちましたか? 

 

7)速聴の練習は役に立ちましたか?  
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8)速音読の練習は役に立ちましたか?  

 
9)速黙読(WPM)の練習は役に立ちましたか?  

 

10)復習の小テストは役に立ちましたか? 

 

11)１週間にネット学習を平均どれくらいしましたか? 

 
12)今後違うネット学習があればやってみたいと思いますか?  

 

図 5 授業評価アンケートの結果 

 
 スケール 5,4 を肯定的意見、3 を中立的意見、2,1

を否定的意見と定義し考察する。質問１のネット

で学習することについては、肯定的意見は 36.6%

と過半数にはならなかったものの、否定的意見は

9.8%に止まった。質問 2〜3 のネットで学習するこ

とについて、全体的な効果への否定的意見は 2.4%、

リスニングへの効果への否定的意見は 0%、リーデ

ィングへの効果への否定的意見は 7.3%に止まり、

肯定的意見がいずれも 6 割を超えた。ここで特徴

的なのは質問 3 のリスニングの効果感であり、肯

定的意見が 9 割を超えていることである。質問 6

〜10 の 90 分の授業内容については、全体的な役立

ち感と速聴、速音読、速黙読、小テストの全ての

項目においての肯定的意見が 7 割を超え、否定的

意見は 1 割未満に止まった。以上のことから教材

と授業については、学生から比較的高い効果感、

役立ち感が得られたと言うことができる。質問 5

の課題の量については過半数が適量と答え、少な

かったという学生もおり、さらに質問 12 で 1 週間

の学習時間については、ほとんどの学生が 2 時間

以内であり、過度の負担をかけているとは言えず、

学習効率が高いという心理的な効果感が得られた

と考えることができる。今後同じようなネット学

習がしたいかとの質問 12 には、肯定的意見が 50%

を割ったものの、否定的意見が 15%未満となり、中

立的意見が浮動層と考えると、教材や授業の工夫

次第でネット学習が受け入れられると考えられる。 

 

４．２ GTEC3)の結果との関連性 

 GTEC はベネッセコーポレーションが運営する試

験であり、大学入試にも使用される公共性を持っ

ている。この試験ではリスニング、リーディング、

ライティングの 3 技能を測定することができる。

学生の英語力の客観的な測定、経年変化などを測

定するのには、難易度が均一化された外部試験を

活用するのが効果的である。本校では、1、2 年生

が GTEC、3、4 年生が TOEIC を校内受検している。

2019 年度 2 年生は 12 月 3 日に GTEC Basic を受検

した。本校は総合理工学科の単科であるが、その

中で 4 つの系を持ち、それに従った学級編成を行

っている。総合理工演習では、内容的に英語演習

を行っているのは先進科学系（以下 S 系）と情報

システム系（以下 C 系）のみである。C 系では問題

集を用いた補習学習を前期に行い、S 系はここに論

述してきた通りの後期での授業である。GTEC のテ

ストは S 系の後期授業の 8 回目を終えた段階での

受検となった。従ってリスニングについては、全

12 の Lesson の内、Lesson 7 までであり、ストラ

テジーは⑤WPM 以降の取り組みは未学習状態であ

った。 

 S 系は 4 系の内、合計得点平均では 2 位であった

が、他の 3 系を合わせた平均と比較すると 1 位で

あった。特にリスニングにおいては、他を抜いて 1

位であり、リーディングやライティングの技能と

比較すると、相対的な得点獲得率が高い。（図 6） 

 リスニングにおいては、S 系の得点分布が検定の

結果、正規分布であったが、他系の内、一つの系

が非正規分布となったため、ノンパラメットリッ

ク検定 Steel 法を用いて、リスニングの点数で、

他系と有意差があるかどうかについての検定を行

ったが、統計的な有意差は出なかった。さらに他 3

系を合わせた集団は正規分布となったため、S 系と
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の間で t 検定を行ったが、ここでもわずかながら

の数値（t=0.077>0.05）で統計的な有意差は出な

かった。しかしながら、前述の授業評価アンケー

トでのリスニングやリーディングに対する効果感

の結果を参照すると、アンケート結果ではリスニ

ングへの効果感が圧倒的に高く、このような点か

ら考察すると、S 系学生の意識と得点の間に緩やか

な関連を推測することができる。 

 

 

図 6   S 系と他系との得点比較 

 
５．今後の課題とまとめ 

 

 統計的な有意差については、授業回数が 8 回で

あり、カリキュラムの 6 割程度の消化率での受検

であり、さらに受検時期とアンケート実施時期が 2

ヶ月ほどずれていることから、効果が実際に発露

するまでの時間や授業回数については、今後の検

討材料としたい。なお、リスニングの効果感の 5

段階とリスリング得点の間には、統計的な相関は

なかった。これは全ての学力層に偏ることなく、

リスニングの効果感が現れていることを意味する。 

 2020 年度からの新入生は、個人所有のパソコン

を所有することになり、デバイスとしては、スマ

ートフォンを併せて使用できる環境になる。e ラー

ニングは、スマートフォンの小さな画面ではなく、

今後パソコンのより大きな画面での学習が可能に

なり、使える機能も増えることであろう。また e

ラーニングは学ぶ時間と場所の制約がなくなるこ

とから、学生の自主性に応じて、英語との接触時

間を圧倒的に増やすことができる。語学にとって、

様々なストラテジーも重要ながら、最も効果が期

待できる要素は、英語との接触量であろう。それ

は音声や英文などとの接触量であり、学習時間量

も同様である。英語学習が教室だけではなく、い

つでもどこでもやる気を出せば、オーセンティッ

クな教材に触れることができるのは、e ラーニング

の最大の特長であろう。 

 2020 年度は、筆者は総合理工演習の担当から離

れるために、継続的な研究は一時休止となる。 

 しかしながら、検定教科書を用いた授業でも、

副教材としてネットを用いた教材は併用して用意

されており、今後これらの副教材を用いてどのよ

うに家庭学習を促進させていくかが今後の研究課

題となる。またネットでの辞書的な活用や Web 翻

訳など、パソコンを英語学習に活用する方策は多

くある。今後もその活用方法について、研究を深

めていきたい。 
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